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鎌倉⼥⼦⼤学⼤学院は、ディプロマポリシーを達成するために、以下のように教育課程を編成し、実施する。 

 １．多様化する現代の児童をめぐる問題状況と学修者各⾃の問題意識に対応できる効率的なコースワークに配意

し、カリキュラムを編成する。 

２．学修者各⾃の学問的関⼼に応じた修学過程を歩み、その学修成果を学位論⽂として結実させる。 

３．各種講義、演習、フィールド研究、臨床研究、論⽂指導といった多様な教授⽅法に基づく授業を設置する。 

４．学修者が履修過程を振り返りながら、着実な修学課程を歩むことができるよう、GPA制度に基づく成績評価を

⾏う。 

５．各授業科目について、当該の授業内容のみならず、学修者の汎⽤的能⼒の育成及び主体的な学びを促進するた

めに貢献できるシラバスを作成する。 

６．学修者が⾼度な学術知⾒及びスキルを研究的に培うことができるよう、修⼠論⽂の研究指導担当教員等による

研究指導を⾏う。 

 

児童学研究科 カリキュラムポリシー（2025年度入学生） 

児童学研究科児童学専攻は、ディプロマポリシーを達成するために、以下のように教育課程を編成し、実施する。 

 １．本専攻を児童学総合研究科目群（クラスター）、⼦ども⼼理学研究科目群（クラスター）、学校教育学研究科

目群（クラスター）によって構成する。 

２．児童学総合研究科目群は、初等教育分野、幼児教育分野、健康福祉分野、表現⽂化分野によって、⼦ども⼼理

学研究科目群は、発達臨床分野、学校教育臨床分野によって、学校教育学研究科目群は、初等教育分野、表現⽂化

分野、学校教育臨床分野によって構成される。 

３．学修者は、それぞれのクラスターに所属し、当該のクラスター科目を中⼼としながら、⾃己の関⼼に応じて他

のクラスター科目を併修することができる。 

４．カリキュラムは、①「建学の精神特論」を含む専攻共通科目、②各クラスター共通科目及びクラスター固有の

分野に設置された必修及び選択科目によって編成される。 

５．第１〜２セメスターは、⼊学時に提出した研究計画に基づいて、研究指導担当教員のもとで２年間の研究計画

を⽴てるとともに、並⾏して研究を遂⾏するに必要な基礎的知識・技能を蓄える。 

６．第３〜４セメスターは、⽂献・資料・データの収集とそれらの読解と解釈、調査と分析を通じて、作成された

研究計画に基づき研究を進め、修⼠論⽂に結実させる。修⼠論⽂は、修⼠論⽂審査会において審査する。 

７．本専攻は、取得可能な免許・資格として、小学校教諭専修免許状、幼稚園教諭専修免許状、特別支援学校教諭

専修免許状、公認⼼理師試験受験資格、学校⼼理⼠受験資格、臨床発達⼼理⼠受験資格、認定ムーブメント教育・

療法上級指導者資格の課程を設置する。学修者は、⾃らの関⼼と努⼒によってこれらの関連科目を履修することが

できる。 


